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次評価等を実施し，実用化・実生産化のための基礎データ蓄積を  

継続していく予定である．   

4．む  す  び  

一例として廃材による人工木材製造の取組みを報告したが，素  

材に新たな付加価値や新しい機能を与えうる超微粉砕という技術  

は，廃棄物の有効再利用を，思いも寄らぬ分野・場面で促進・拡  

大する可能性を大いに秘めていると筆者等は確信している．今後  

とも筆者等のような装置屋のノウハウと化学・材料分野の斬新な  

アイディアを交流させ，更に実用的な廃棄物製品・利用法の開発  

を加速させていく所存である．  
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米 松  小型材  小型村  中 型村   
（船医材）  （FRPなし）  （FRPあり）  （FRPあり）  

人工木材試作材強度評価結果  米松（船匠材）の最弱方向に比較  
し．人工木材が強度異方性小・吸水強度減小の特性を持つことが分かっ  

た．  
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図7  

んどな〈防水端面処理は不要である．   

製造コストに関しては今後細部見直しが必要であるが，一次評  

価の結果，天然材購入時とほぼ同等コストにて製造可能である目  

途を得た．   

今後，製造コストダウンのための各素材配合量の適正化，成型  

機のスケールアップ，試作材の加工・耐久性評価，製造コストニ  
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管路内走行装置  

実用新案登録 第19396引号  

発明者 神戸造船所 永岡悦雄  

走行方向が急激に変化する管路（ショートエルボやティー  

ズ等）や平面路等でも自由に走行することのできる，管路内  

走行装置を提供することを目的とする（図1，2）．   

先端がそれぞれ正四面体の頂点（稜角）に位置するように  

本体から放射状に突設された4本の支持脚と，これら支持脚  

の先端にそれぞれ取付けられた走行車論と，これら走行車輪  

を走行面にそれぞれ押圧する車輪押付機構と，前記支持脚と  

これら車輪押付機構との間にそれぞれ設けられて前記走行車  

輪の操向方向を変更し得る車輪操向機構（ステアリング）と，  

前記支持脚と前記走行車輪との間にそれぞれ設けられて前記  

走行車輪を駆動回転させる車輪駆動機構（現在は走行車輪内  
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に内蔵し直接駆動している）とを具えて，急曲管，分岐管，  

異径管，鉛直管等をも走行できる管路内走行装置．  

（本装置は，現在試作品にて実証試験を行っております．）  
図の記号説明  

A：本体  B：支持脚  C：検査機器  

D：管  E：管の内面 F：走行車輪  

孟）  

G：駆動モータ  
（車輪駆動機構の一部）  

（串輪操向機構の一部）  

H：駆 動  

）  

Ⅰ：駆動モータ  

J：操 向 軸  

K：駆動モータ（車輪押付機構の一部）  

図2 平面走行状態  図1管内走行状態  
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